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材１

の
た
め
、
昨
年
十
一
月
、
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
最
大
の
被
災
地
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
の
州

都
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
入
っ
た
。

　
境
地
で
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
す
る
国
際
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部

・
岡
山
市
楢
津
）
の
活
動
現
場

を
巡
っ
¥
Ｊ

　
飛
び
込
ん
で
く
る
惨
状
に
目

を
奪
わ
れ
る
。
野
原
か
函
地
に

見
え
る
土
地
は
、
津
波
前
に
は

家
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と
い

う
。
こ
こ
も
、
あ
そ
こ
も
。
海

辺
の
町
に
、
津
波
は
、
い
ま
だ

に
深
い
傷
を
残
し
て
い
た
。

　
一
方
で
、
人
々
は
笑
顔
を
忘

れ
ず
、
懸
命
に
生
き
て
い
る
。

家
族
を
、
職
を
、
家
を
。
す
べ

て
を
失
い
な
が
ら
も
な
お
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
価
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
。

　
米
南
部
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー

ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
と
、
大

規
模
災
害
が
続
い
た
昨
年
。
次

々
と
災
害
、
紛
争
が
起
こ
る
度

に
、
そ
れ
以
前
の
記
憶
が
薄
れ

て
い
く
。
一
。
国
原
貢
献
は
、
ま

ず
被
災
者
に
思
い
を
寄
せ
る
こ

と
か
ら
」
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府

組
織
）
関
係
者
は
語
っ
た
。
［
ア

チ
ェ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
］
。

被
災
者
は
訴
え
ペ

　
ア
チ
ェ
州
の
現
状
を
写
真
で

紹
介
す
る
。

ｙ
（
国
際
貢
献
取
材
班
・
斎
藤

章
一
朗
）

消えた村

　　立派な家が１軒だけ残る海辺｡進入路の跡が、
　　住宅街だったことを物語る

強大な力

　　津波で陸に運ぱれたままの舶。想。
せつける

貴
重
な
時
間

　
　
　
移
動
図
書
館
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
避
難
所
に
届
け
ら
れ
た
本
を

　
　
　
読
む
母
娘
。
娯
楽
の
少
な
い
生
活
の
中
で
、
貴
重
な
時
間
だ

質素な暮らし

　テントで生活す笛避難民。床板は津波
　で流されてきたゴミから拾ったという

教
育
支
援

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
メ
ヴ
セ
ー
ジ
ポ
ー
ド

　
　
づ
く
り
に
励
む
避
難
所
の
子
ど
も
た
ち

八
る
ｍ
・
・
・
九
く
ま
し
く
ル
エ
き
る
洽

祈
　
り

　
ア
チ
エ
人
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
。
一
日

　
５
回
の
お
析
り
は
子
ど
も
で
も
欠
か
さ
な
い

笑

顔
叉

４

Ｒ

い
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